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令和６年３月 15 日 

IR 推進室 

 

IR 情報による八戸学院大学短期大学部の教育課程の検証について 

 

短期大学部の教育課程について IR 情報を用いて、短期大学部の３つの方針を意識した３つの領域 

「A 学生の学ぶ意欲・姿勢」「B 教育の質」「C 学修成果」から分析し検証を試みる。３つの領域で根

本的な問題がないと判断できた場合、教育課程の適切性が担保されていると結論づけることとします。 

 

１．各領域の検証における IR 情報について 

各領域の分析・検証に用いた IR 情報は以下に示す通りです。 

 

 

 

 

 

「A 学生の学ぶ意欲・姿勢」の分析・検証に用いた IR 情報 

①2022 年度生の卒業時の単位取得状況【資料 A −①】（p３） 

②学習時間・学修行動に関する調査結果（2022 年度後期/2023 年度前期実施） 

Q『授業期間の学生の 1 日あたりの学習時間』【資料 A −②】（p３） 

「B 教育の質」の分析・検証に用いた IR 情報 

①卒業時アンケート（2021 年度生）【資料 B−①−1 から 3】（p4）（令和５年２月末実施） 

Q5「知識や能力を身に付けるために、大学教育は役に立ったと思いますか」 

Q6「学生生活に関した支援についてどう思いますか」 

Q１から４「短期大学部の評価」 

「C 学修成果」の分析・検証に用いた IR 情報 

①資料 C−① 卒業要件を満たした学生の GPA の結果【資料 C−①】（p5） 

②卒業生に関する就職アンケート短期大学部 2020 年度生（令和５年９月実施）【資料 C−②−１から３】 

Q 2-１『卒業生の能力評価』（p5） 

Q2-2『施設への貢献度』（p6） 

Q３『本学の学生に望むこと』（p6） 

③2023 年度八戸学院大学短期大学部「学修成果の把握」調査報告書（2023 年度生/2022 年度生） 

【資料 C−③】（p7 以降） 
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２．各領域の検証の結果について 

IR 情報を用いた教育課程の分析・検証の結果については以下に示す通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「B 教育の質」について（p４） 

2021 年度生の卒業時アンケートの教育の有用性の６項目において肯定的な評価「とても役立った/役立った」

が、占有（96%以上）しています。専門的な知識・技術、社会人基礎力にかかわるものの見方・考え方、問題

解決力など、ディプロマポリシーにある力の育成に対する教育効果の認識が読み取れます【資料 B−①−1】。

学びを支える生活の支援でもすべての項目も肯定的な傾向があり（91%以上）（【資料 B−①−２】、短期大学部

の全体的な評価の４項目においても肯定的な評価「強く思う（非常に満足）/思う（満足）」は、高い割合

（88%以上）となっています【資料 B−①−3】。これらのことから、この領域の根本的な問題はないと考えま

す。しかしながら、教育の質の精緻な分析、検証には、複数年度の卒業生を対象とした結果を統合した情報に

よる検証及び、教育課程を構成する科目に対する授業評価アンケートの情報等を加えることが欠かせないと思

われます。 

「C 学修成果」について（p５からそれ以降） 

2022 年度生の卒業時の GPA 平均（幼児保育学科 3.10、介護福祉学科 2.83）から、学生は科目の学習成果を高

い水準で獲得していることが読み取れます【資料 C−①−１】。令和４年７月に実施した短期大学部の 2020 年

度生の就職先での能力評価においても、３項目「保育（介護）に関する知識・技術をもって適切な判断ができ

る」（50％）「問題解決能力がある」（38%）「自己管理能力がある」（53%）を除く、７項目で肯定的な評価

「とてもある/ややある」の割合が最も多く占め（65%以上）【資料 C−②−１】、施設への貢献度は、肯定的な

評価「大いに貢献している/貢献している」の割合（74%）が大部分を占めています【資料 C−②−２】。これ

らの能力評価の３項目の内容は、今後の本学学生に望むことの「仕事に対する積極性」「社会人としての礼儀作

法・言動等」【資料 C−②−３】に関連する可能性があり、教育課程（科目内容）の内容等において意識する必

要があるかもしれない。本学の学修成果は、就職後にも通用する水準である言えます。また、学生自身の学修

成果の主観的な評価の結果である【資料 C−③】においても、学生自身が学びの積み上げ、成長を実感できて

いることが多くの項目で読み取れることから、この領域において根本的な問題はないと考えます。しかしなが

ら、教育の質の精緻な分析、検証には、カリキュラムの領域ごと「教養/専門」の成績評価の割合や GPA など

の情報等を加えることが欠かせないと思われます。 

 

「A 学生の学ぶ意欲・姿勢」について（p３） 

幼児保育学科の教育課程においては、卒業、保育士資格及び幼稚園教諭二種免許状の取得の必要単位数は 94 単

位、介護福祉学科の卒業必要単位数は 96 単位であるが、両学科とも総平均取得単位数であっても、一定の割合

を上回っています（幼児保育学科 103 単位、介護福祉学科 99 単位）【資料 A −①】。 

このことから、修学期間内、学生はアドミッション・ポリシーに示す人物像に見合う意欲と姿勢を堅持してい

ることが読み取れます。また、授業期間中の１日あたりの学習時間については、2022 年度後期と 2023 年・前

期分を再集計すると短期大学部全体（384 名）で「１時間から２時間」に占める割合が最も高く（31%：119

名）、それより多い「２時間以上」も高い割合（33%：130 名）になっています【資料 A −②】。卒業時の総単

位取得数から勘案される過密な１日の中、これだけの学習時間を学生自ら創出し学びに向き合う意欲と姿勢を

確認できることから、この領域の根本的な問題はないと考えます。学生の学ぶ意欲・姿勢を詳細に分析するた

めにも、授業評価アンケートの「Q２この授業はどれくらい欠席しましたか。」「Q３自分の授業を受ける態度

も含めて望ましいものでしたか。」を今後、含める必要性がある。 
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